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学
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滋
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県
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近 畿 の
予算企画


（１２）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　３月３０日　（木曜日）

　福井を含む近畿２府５県の年
度当初予算が出そろった。各自治体
とも将来を見据えた社会基盤整備や
防災・減災対策、老朽化したインフ
ラの維持更新を積極的に推進。
年大阪・関西万博に向け、大阪市の
夢洲地区ではインフラ整備やパビリ
オンの建設が本格化する。老朽化し

た庁舎や病院の建て替えに加え、少
子化に伴う学校の統合や小中一貫校
の建設計画も相次いでいる。ＰＦＩ
など民間活力を生かした事業も増え
た。「近畿の予算企画」では各府県
の建設事業を展望するほか、全府県
市の予算額と主要な営繕事業を紹介
する。

　
奈
良
県
の
２
０
２
３
年
度

当
初
予
算
は
総
額
９
１
３
９

億

百
万
円
︵
前
年
度
当
初

比
２
・
４
％
減
︶

一
般
会

計
は
５
３
２
９
億

百
万
円

︵
３
・
２
％
減
︶

普
通
建

設
事
業
費
は
７
１
８
億
９
百

万
円
︵
９
・
４
％
減
︶

４

月
の
知
事
選
を
控
え
た
骨
格

予
算
と
な
る


　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
﹁
奈

良
市
付
近
駅
﹂
の
設
置
に
向

け
て
駅
の
位
置
や
想
定
ル


ト
を
検
討
す
る
ほ
か

周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
調
査
も
進
め

る

五
條
市
に
整
備
す
る
大

規
模
防
災
拠
点
は
第
１
期
造

成
工
事
に
着
手
す
る


年

の
開
催
が
内
々
定
し
て
い
る

国
民
ス
ポ

ツ
大
会
関
連
で

は
畝
傍
山
周
辺
エ
リ
ア
な
ど

で
ス
ポ

ツ
施
設
整
備
の
調

査
を
行
う


　
中
央
卸
売
市
場
の
再
整
備

は
民
間
事
業
者
の
選
定
手
続

き
を
始
め
る

老
朽
化
が
進

む
新
西
和
医
療
セ
ン
タ

は

移
転
に
向
け
た
基
本
計
画
を

策
定
し

県
立
医
科
大
学
病

院
新
外
来
棟
整
備
の
基
本
計

画
策
定
に
着
手
す
る

文
化

会
館
は
リ
ニ

ア

ル
工
事

を
始
め
る

平
城
宮
跡
南
側

歴
史
体
験
学
習
館
は
民
間
事

業
者
の
選
定
手
続
き
を
開
始

す
る
予
定
だ


卸売市場再整備全体イメージ

　
福
井
県
の
２
０
２
３
年
度

当
初
予
算
は
総
額
６
０
４
５

億

百
万
円
︵
前
年
度
当
初

比
４
・
０
％
減
︶４
月
の
知

事
選
を
控
え
た
骨
格
予
算


一
般
会
計
は
４
８
６
０
億


百
万
円
︵
４
・
９
％
減
︶


投
資
的
経
費
は
８
５
０
億


百
万
円
︵

・
５
％
減
︶


　

年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦

賀
延
伸
へ
の
準
備
や
プ
ロ
モ


シ

ン
事
業
な
ど
に
計
３

１
３
億
円
を
盛
り
込
ん
だ


産
業
団
地
の
整
備
に
は
測
量

・
調
査
や
設
計
費
を
計
上
し

た
ほ
か

高
規
格
道
路
は
福

井
港
丸
岡
イ
ン
タ

連
絡
道

路
の
設
計
・
工
事
を
進
め
る


恐
竜
博
物
館
は
今
年
夏
の
リ

ニ


ア
ル
オ

プ
ン
に
向

け

館
内
外
で
改
修
工
事
を

行
う

博
物
館
の
隣
接
地
に

計
画
す
る
県
立
大
学
恐
竜
学

部
︵
仮
称
︶
の
学
舎
は
実
施

設
計
を
進
め

県
立
大
学
先

端
増
殖
科
学
科
の
開
設
に
向

け
た
準
備
も
行
う


　
武
生
商
工
高
校
の
キ

ン

パ
ス
整
備
で
は
商
業
科
施
設

や
体
育
館
を
新
設

県
立
学

校
リ
ノ
ベ

シ

ン
事
業
も

引
き
続
き
実
施
す
る

大
野

警
察
署
庁
舎
の
建
て
替
え
工

事
費
も
計
上
し
て
い
る
恐竜博物館リニューアル模型

　
京
都
府
の
２
０
２
３
年
度

当
初
予
算
は

一
般
会
計
１

兆
０
３
０
２
億

百
万
円

︵
前
年
度
当
初
比
２
・
９
％

減
︶

特
別
会
計
５
７
８
４

億

百
万
円︵
１
・
１
％
増
︶

公
営
企
業
会
計
３
７
２
億


百
万
円
︵
２
・
３
％
減
︶
の

総
額
１
兆
６
４
５
９
億

百

万
円
︵
１
・
５
％
減
︶

一

般
会
計
の
普
通
建
設
事
業
費

は
８
１
８
億
１
百
万
円
︵
６

・
１
％
減
︶
で

内
訳
は
補

助
３
７
５
億

百
万
円
︵
８

・
５
％
減
︶

単
独
４
４
２

億

百
万
円︵
４
・
０
％
減
︶

と
な

て
い
る


　
普
通
建
設
事
業
費
に
関
し

て
は


年
度
２
月
補
正
予

算
と
合
わ
せ
て
８
２
６
億


百
万
円
を
確
保
し
た

公
共

事
業
関
連
で
は

高
規
格
道

路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
や
バ
イ

パ
ス
な
ど
を
整
備
す
る
生
活

・
交
通
基
盤
整
備
に
２
６
１

億

百
万
円

浸
水
被
害
の

減
少
に
向
け
た
河
川
改
修
や

土
砂
災
害
対
策
を
推
進
す
る

安
心
・
安
全
基
盤
整
備
に
１

０
５
億

百
万
円
を
投
入


こ
の
中
で
は
新
規
に
山
陰
近

畿
自
動
車
道
整
備
促
進
事
業

費
と
し
て

百
万
円
を
計
上

し

ル

ト
が
未
確
定
な
区

間
の
都
市
計
画
決
定
に
必
要

な
調
査
を
実
施
す
る


　
営
繕
関
係
で
は

総
合
リ

ハ
ビ
リ
テ

シ

ン
支
援
拠

点
整
備
基
本
計
画
策
定
費
と

し
て

百
万
円
を
計
上

新

規
で
は
医
科
大
学
施
設
整
備

推
進
費
と
し
て

百
万
円
を

計
上
し

施
設
老
朽
化
へ
の

対
応
と
高
度
急
性
期
・
先
進

医
療
を
担
う
病
院
と
し
て
の

機
能
強
化
を
図
る
た
め
の
施

設
整
備
計
画
を
作
成
す
る
と

と
も
に

北
京
都
安
心
拠
点

基
盤
強
化
検
討
と
し
て

百

万
円
を
充
て

府
立
医
科
大

学
付
属
北
部
医
療
セ
ン
タ


の
早
期
建
て
替
え
に
向
け
た

基
本
構
想
の
策
定
や

北
部

地
域
の
看
護
師
確
保
に
向
け

た
看
護
学
校
の
機
能
拡
充
・

整
備
な
ど
を
検
討
す
る

こ

の
ほ
か

南
丹
警
察
署
の
建

て
替
え
に
向
け
た
基
本
計
画

策
定
や
舞
鶴
警
察
署
移
転
建

て
替
え
の
基
本
・
実
施
設
計

な
ど
も
予
定
し
て
い
る


現
在
の
南
丹
警
察
署

　
滋
賀
県
の
２
０
２
３
年
度

当
初
予
算
は

一
般
会
計
６

５
８
２
億

百
万
円
︵
前
年

度
当
初
比
２
・
２
％
増
︶


特
別
会
計
２
４
６
２
億

百

万
円
︵
１
・
２
％
減
︶

企

業
会
計
１
５
０
１
億

百
万

円
︵
６
・
０
％
増
︶
の
総
額

１
兆
０
５
４
６
億

百
万
円

︵
１
・
９
％
増
︶

普
通
建

設
事
業
費
は
７
９
３
億

百

万
円
︵
０
・
６
％
増
︶
で


主
な
内
訳
は
補
助
３
５
０
億


百
万
円︵
５
・
１
％
増
︶

単
独
３
４
８
億

百
万
円

︵
４
・
６
％
減
︶
な
ど


　
建
設
関
連
で
は

道
路
関

係
公
共
事
業
に
２
４
５
億


百
万
円
を
投
じ

生
活
・
経

済
活
動
を
支
え
る
道
路
ネ


ト
ワ

ク
の
整
備
や
老
朽
化

対
策
な
ど
を
推
進

河
川
関

係
公
共
事
業
に
は
１
２
１
億


百
万
円

砂
防
関
係
公
共

事
業
に
は

億

百
万
円
を

充
て

防
災
対
策
を
加
速
さ

せ
る


　
営
繕
関
係
で
は

県
立
高

等
専
門
学
校
の
設
置
準
備
な

ど
を
進
め
る
ほ
か

新
規
に

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

機
能

強
化
の
検
討
に
向
け
た
耐
震

診
断
費
用
に
盛
り
込
ん
だ


Ｂ
Ｔ
Ｏ
手
法
を
採
用
す
る
新

・
琵
琶
湖
文
化
館
整
備
事
業

で
は
事
業
者
を
決
定
す
る
新・琵琶湖文化館の建設地

　
兵
庫
県
の
２
０
２
２
年
度

当
初
予
算
は
総
額
４
兆
２
７

８
２
億
２
百
万
円

前
年
度

当
初
比
で
０
・
７
％
の
増


一
般
会
計
は
１
・
０
％
減
の

２
兆
３
５
９
６
億

百
万

円

特
別
会
計
は
０
・
８
％

増
の
１
兆
６
０
６
２
億

百

万
円

公
営
企
業
会
計
は


・
４
％
増
の
３
１
２
２
億


百
万
円

一
般
会
計
の
う
ち

普
通
建
設
事
業
費
は
１
・
３

％
増
の
１
７
３
０
億

百
万

円
を
計
上
し
た


　
ハ

ド
整
備
で
は

引
き

続
き
﹁
防
災
・
減
災

国
土

強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
﹂
を
活
用
し

県

土
の
強
靱
化
を
推
進
・
拡
充

す
る

河
川
・
砂
防
の
事
前

防
災
対
策
と
し
て
加
古
川

︵
丹
波
市
︶
な
ど
で
緊
急
浚

渫
を
進
め
る

高
潮
に
備
え

て
尼
崎
西
宮
芦
屋
港
︵
西
宮

市
︶
で
越
波
防
止
対
策
を
行

う
ほ
か

津
波
対
策
で
は
福

良
港
海
岸
︵
南
あ
わ
じ
市
︶

の
湾
口
防
波
堤
の
築
造
を
進

め
る


　
営
繕
関
係
で
は

県
・
西

宮
市
の
統
合
病
院
﹁
西
宮
総

合
医
療
セ
ン
タ

﹂
の
建
築

工
事
に
近
く
着
工
を
予
定


建
て
替
え
を
計
画
中
の
﹁
県

立
が
ん
セ
ン
タ

﹂
︵
明
石

市
︶
の
実
施
設
計
も
進
め


年
度
内
に
着
工
す
る

学
校

施
設
の
整
備
で
は

豊
岡
聴

覚
特
別
支
援
学
校︵
豊
岡
市
︶

と
出
石
特
別
支
援
学
校︵
同
︶

の
統
合
に
向
け
た
設
計
に
着

手

い
な
み
野
特
別
支
援
学

校
︵
稲
美
町
︶
の
校
舎
建
て

替
え
な
ど
東
播
磨
地
域
で
３

校
の
狭
あ
い
化
対
策
を
実
施

す
る


　
道
路
関
係
で
は
山
陰
近
畿

自
動
車
道
の
ミ

シ
ン
グ
リ

ン
ク
解
消
に
向
け

浜
坂
道

路
Ⅱ
期
︵
新
温
泉
町
︶
の
工

事
を
継
続
し
つ
つ

国
道
１

７
８
号
バ
イ
パ
ス
﹁
竹
野
道

路
﹂
︵
豊
岡
市
︶
の
詳
細
設

計
を
実
施
大
鳴
門
橋︵
南
あ

わ
じ
市

徳
島
県
鳴
門
市
︶

の
桁
下
空
間
を
活
用
し
た
自

転
車
道
の
整
備
に
徳
島
県
と

共
同
で
着
手
す
る


　
三
木
市
と
共
同
で
進
め
る

﹁
ひ

う
ご
情
報
公
園
都

市
﹂
の
次
期
工
区
開
発
に
向

け
た
実
施
設
計
も
進
め
て
い

く


県立がんセンターの完成イメージ
（兵庫県提供）

現在の紀伊風土記の丘資料館

　
大
阪
府
の
２
０
２
３
年
度

当
初
予
算
一
般
会
計
は
前
年

度
比
３
・
６
％
減
の
３
兆
６

４
２
１
億
円

特
別
会
計
は

６
・
０
％
増
の
３
兆
０
８
２

４
億
円

総
額
は
６
兆
７
２

４
５
億
円
で
０
・
５
％
増
加

し
た


　
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博

覧
会
︵
大
阪
・
関
西
万
博
︶

の
会
場
︵
大
阪
市
此
花
区
夢

洲
︶
で
施
設
整
備
が
始
ま
る

こ
と
か
ら

会
場
整
備
負
担

額
や
地
元
の
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ

ア
パ
ビ
リ
オ
ン
の
経
費
な
ど

を
増
額


　
大
阪
で
の
カ
ジ
ノ
を
含
む

統
合
型
リ
ゾ

ト
︵
Ｉ
Ｒ
︶

施
設
の
実
現
に
向
け

Ｉ
Ｒ

事
業
の
財
務
や
設
計
・
建
設

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
支
援
な
ど

を
行
う
業
務
に
着
手
す
る


　
安
治
川
水
門
︵
大
阪
市
港

区
︶
の
上
流
側
に
計
画
し
て

い
る
新
水
門
の
早
期
着
工
に

向
け
用
地
買
収
の
協
議
も
進

め
る


　
新
工
業
系
高
等
学
校
︵
仮

称
︶
改
築
の
基
本
設
計
を
予

定

新
校
は
泉
尾
工
業
高
校

︵
大
阪
市
大
正
区
泉
尾
︶
と

東
淀
工
業
高
校
︵
同
淀
川
区

加
島
︶

生
野
工
業
高
校

︵
同
生
野
区
生
野
東
︶
を
再

編

東
淀
工
業
高
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
新
校
舎
を
計
画


校
舎
な
ど
の
総
延
べ
床
面
積

は
１
万
８
５
１
７
平
方



　
曾
根
崎
警
察
署
︵
大
阪
市

北
区
曽
根
崎
２
の

の

︶

庁
舎
の
現
地
建
て
替
え
の
基

本
計
画
を
策
定

新
庁
舎
の

延
べ
床
面
積
は
約
１
万
３
０

０
０
平
方


現
庁
舎
は
１

９
７
３
年
５
月
の
完
成
で


約

年
が
経
過
し
て
お
り
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る


　
大
阪
市
此
花
区
夢
洲
地
区

に
新
設
す
る
夢
洲
警
察
署

︵
仮
称
︶
庁
舎
の
基
本
計
画

策
定
に
も
着
手

大
阪
Ｉ
Ｒ

区
域
整
備
計
画
に
よ
る
と


警
察
署
設
置
な
ど
の
イ
ニ
シ


ル
コ
ス
ト
は
約

億
円
と

見
込
む


　
生
野
警
察
署
の
基
本
設
計

も
行
う

警
察
署
庁
舎
は
大

阪
市
生
野
区
勝
山
南
３
に
移

転
・
新
築
す
る

延
べ
床
面

積
は
６
６
１
２
平
方

大阪・関西万博会場の現状

　
和
歌
山
県
の
２
０
２
３
年

度
当
初
予
算
は
総
額
８
７
５

６
億

百
万
円

前
年
度
当

初
比
で
３
・
１
％
の
増

一

般
会
計
は
１
・
６
％
増
の
６

１
３
８
億

百
万
円

特
別

会
計
は
８
・
１
％
増
の
２
５

２
４
億

百
万
円

公
営
企

業
会
計
は

・
０
％
減
の


億

百
万
円

一
般
会
計
の

う
ち
普
通
建
設
事
業
費
は
１

・
０
％
増
の
９
６
８
億

百

万
円


　
引
き
続
き﹁
防
災
・
減
災


国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か

年
加
速
化
対
策
﹂
を
活
用
し

な
が
ら
防
災
対
策
を
推
進


津
波
浸
水
に
備
え
た
沿
岸
部

の
堤
防
強
化
や

河
川
の
河

道
改
良
な
ど
を
実
施
す
る


　
道
路
関
係
で
は

国
道
３

７
０
号
美
里
４
工
区
︵
紀
美

野
町
︶
や
県
道
海
南
金
屋
線

︵
海
南
市
︶
な
ど
の
改
良
を

推
進

営
繕
関
係
で
は

紀

伊
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館

︵
和
歌
山
市
︶
の
改
修
・
博

物
館
棟
整
備
に
向
け
た
実
施

設
計
を
進
め
る

建
て
替
え

移
転
を
予
定
し
て
い
た
県
立

自
然
博
物
館︵
同
︶に
つ
い
て

は
予
算
計
上
を
見
送

た


　
民
間
企
業
が
串
本
町
に
整

備
し
た
ロ
ケ

ト
発
射
場

﹁
ス
ペ

ス
ポ

ト
紀
伊
﹂

の
周
辺
活
性
化
に
も
取
り
組

む




近畿２府５県の

　
主
要
営
繕
事
業
一
覧
　
　
　
単
位
／
百
万
円
　
　
　
　
　
　
　

　
　︵
事
業
名
の
仮
称
等
は
省
略
︶

（１３） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　３月３０日　（木曜日）

摂津市・千里丘小学校新校舎 豊岡市・新文化会館 兵庫県・西宮総合医療センター


